
開催期間  2009年 12⽉ 12⽇（⼟）〜2010年１⽉ 24⽇（⽇）
 財団法⼈かながわ考古学財団では、神奈川県内各地で国・県等の公共事業に伴う埋蔵⽂化財の発掘
調査を実施しています。発掘調査は開発⼯事によって消滅する遺跡を図⾯や写真に記録する作業です
が、その後、出⼟品等の整理作業を経て、最終的に調査報告書を刊⾏し、全国の図書館・研究機関等
へ配布することで、⼀連の調査は終わります。遺跡の調査は、時折、現地⾒学会や遺跡発表会などを
通じて成果の⼀端を県⺠の皆様に紹介する機会はありますが、出⼟品等整理・報告書制作を通じて、
現地の作業だけでは判らなかった新たな事実が得られることも少なくありません。
 そこで、今年度は平塚市博物館と共催して、かながわ考古学財団が相模国府域で⾏った発掘調査の
うち、湘南新道関連遺跡と神明久保遺跡の成果について、展⽰・講演会等を通じてご紹介いたします。

相模国府の発掘調査相模国府の発掘調査
－湘南新道関連遺跡・神明久保遺跡の調査成果から－－湘南新道関連遺跡・神明久保遺跡の調査成果から－

相模国庁跡の現況と

参加者でにぎわう現地説明会 ( 右 )

平塚市博物館・財団法⼈かながわ考古学財団 共催  平成21年度地域速報展

地域速報展関連事業「ようこそ考古学」地域速報展関連事業「ようこそ考古学」
 地域速報展の展⽰解説と講義 地域速報展の展⽰解説と講義
  ⽇時：  ⽇時：平成 21 年 12 ⽉ 20 ⽇ ( ⽇ )平成 21 年 12 ⽉ 20 ⽇ ( ⽇ )14:00 〜 16:3014:00 〜 16:30
  会場：博物館講堂・特別展⽰室  会場：博物館講堂・特別展⽰室
  講師：柏⽊善治 ( 財団法⼈かながわ考古学財団 )  講師：柏⽊善治 ( 財団法⼈かながわ考古学財団 )

参 加：参 加：往復はがき⼜はメールで⾏事名・住所・電話番号・⽒名を記⼊のうえ往復はがき⼜はメールで⾏事名・住所・電話番号・⽒名を記⼊のうえ
    「かながわ考古学財団 野庭出⼟品整理室」に申込    「かながわ考古学財団 野庭出⼟品整理室」に申込

あて先は次ページをご覧くださいあて先は次ページをご覧ください
締 切：平成 21 年１２⽉１５⽇（⽕）（必着）締 切：平成 21 年１２⽉１５⽇（⽕）（必着）
定 員：８０名（応募多数の場合は申込先着順）定 員：８０名（応募多数の場合は申込先着順）



 ⽇ 時：平成 22 年 1 ⽉ 16 ⽇（⼟） 午前 10 時〜午後 4 時 40 分
 会 場：平塚市教育会館 3 階 ⼤会議室
 対 象：⼀般  参加費：無料
 申 込：往復はがき⼜はメールで⾏事名・住所・電話番号・⽒名を記⼊のうえ下記に申込
 締 切：平成 22 年 1 ⽉ 12 ⽇（⽕）（必着）
 定 員：３００名（応募多数の場合は申込先着順）
 共 催：財団法⼈かながわ考古学財団、財団法⼈東京都スポーツ⽂化事業団
     財団法⼈埼⽟県埋蔵⽂化財調査事業団、平塚市博物館
 内 容：

第一部
10:10 ～ 趣旨説明
10:25 ～ 11:00 報告１ 相模国府域の鉄生産の様相

明⽯ 新・栗⼭雄揮（平塚市博物館）
11:00 ～ 11:35 報告２ 相模・南武蔵の鉄生産

⿑藤真⼀⽒ ( かながわ考古学財団 )
11:35 ～ 13:00 昼休み
13:00 ～ 14:05 特別講演 古代都城と集落の鉄

松村恵司先⽣ ( ⽂化庁 )
14:05 ～ 14:40 報告３ 北武蔵の鉄生産－大山遺跡の事例を中心に－

⾚熊浩⼀⽒ ( 埼⽟県埋蔵⽂化財調査事業団 )
14:40 ～ 15:15 報告４ 南武蔵多磨郡における鉄器の生産と流通

松崎元樹⽒ ( 東京都埋蔵⽂化財センター )
第二部
15:20 ～ 16:35 ミニシンポジウム「よみがえる古代東国の鉄⽂化」

〒 234-0056 横浜市港南区野庭町 1660
  ( 財 ) かながわ考古学財団 野庭出⼟品整理室

メール： fukyu@kaf.or.jp

公開セミナー よみがえる古代東国の鉄文化
―相模 ・武蔵の発掘成果から―

 古代の武蔵国が東京都と神奈川・埼⽟両県にまたがって存在することに象徴されるように、３都県
は旧⽯器時代から密接な関係をもっています。今回の公開セミナーは、平成２１年度地域速報展の開
催に合わせて３都県の調査・研究組織が共催して古代東国における鉄の⽂化について考えます。

地域速報展関連事業の参加申込先

地域速報展地域速報展
関連事業関連事業
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相模国府の発掘調査相模国府の発掘調査－湘南新道関連遺跡－湘南新道関連遺跡・神明久保遺跡の調査成果から－・神明久保遺跡の調査成果から－
平塚市博物館・財団法⼈かながわ考古学財団 共催  平成 21 年度地域速報展

開催期間開催期間    2010 年１⽉ 24 ⽇（⽇）まで2010 年１⽉ 24 ⽇（⽇）まで

「特別編 「特別編 相模国府の考古学相模国府の考古学」 開催」 開催
地域速報展関連事業地域速報展関連事業

 12 ⽉ 20 ⽇（⽇）、 12 ⽉ 20 ⽇（⽇）、地域速報展「相模地域速報展「相模
国府の発掘調査」の開催に合わせ、財団国府の発掘調査」の開催に合わせ、財団
法⼈かながわ考古学財団の柏⽊善治⽒を法⼈かながわ考古学財団の柏⽊善治⽒を
迎えて「相模国府の考古学」と題した講迎えて「相模国府の考古学」と題した講
義と地域速報展の展⽰解説が実施されま義と地域速報展の展⽰解説が実施されま
した。柏⽊さんは湘南新道関連遺跡群のした。柏⽊さんは湘南新道関連遺跡群の
調査を担当され、相模国庁脇殿の存在を調査を担当され、相模国庁脇殿の存在を
つきとめられました。つきとめられました。

 当⽇は 95 名の考古学ファンが参加して講堂は満席 当⽇は 95 名の考古学ファンが参加して講堂は満席
となる中、豊富な写真と図によるていねいな解説にとなる中、豊富な写真と図によるていねいな解説に
よって相模国府研究の最新情報が紹介されました。よって相模国府研究の最新情報が紹介されました。

▲ 参加者の熱気に包まれた講演会場

▲  開催中の地域速報展　展示解説に聞き入る参加者

平成 21 年度 第２回 考古学⼊⾨講座

城 　その２
 「城」の定義やイメージは様々です。代表的なイメージはやはり世界遺産でもある姫路城
の優美な建造物群と⽯垣、それを織り成す巧緻な縄張りではないでしょうか。しかし、現在の優美な建造物群と⽯垣、それを織り成す巧緻な縄張りではないでしょうか。しかし、現在
多くの⼈々を魅了する「城」のほとんどは、中世から近世への過渡期に⼀瞬の輝きを放った、多くの⼈々を魅了する「城」のほとんどは、中世から近世への過渡期に⼀瞬の輝きを放った、
⽇本の城の到達点を⽰しているものばかりであり、すべての「城」をこのイメージを当ては⽇本の城の到達点を⽰しているものばかりであり、すべての「城」をこのイメージを当ては
めて語ることはできません。めて語ることはできません。
 ここに⾄るまでの多種多様な「城」の在り⽅が我々に何を語ってくれるのか、それを解明 ここに⾄るまでの多種多様な「城」の在り⽅が我々に何を語ってくれるのか、それを解明
するためにはどのような知識が必要なのか・・・するためにはどのような知識が必要なのか・・・
 第２回は城の構造と平塚市内と周辺の城館を解説します。 第２回は城の構造と平塚市内と周辺の城館を解説します。

⽇ 時：1 ⽉ 23 ⽇ ( ⼟ ) 午後 2 時〜 3 時 30 分
講 師：栗⼭雄揮（平塚市博物館）講 師：栗⼭雄揮（平塚市博物館）
場 所：博物館講堂場 所：博物館講堂
申 込：往復はがきに住所・⽒名・電話番号を記して申込み。申 込：往復はがきに住所・⽒名・電話番号を記して申込み。
締 切：1 ⽉ 15 ⽇必着。締 切：1 ⽉ 15 ⽇必着。
定 員：80 ⼈ ( 多数の場合抽選 )定 員：80 ⼈ ( 多数の場合抽選 )




